
























































































































































































foraminal lumbar interbody fusion（TLIF）を行ってい
る。本発表では，これまでに TLIFを用いて腰椎除圧固
定術を施行した５例について検討し報告する。
【対象および方法】腰椎すべり症３例，外側椎間板ヘル
ニア１例，PN後遺残腰痛症１例の５例を対象とした。手
術時年齢は平均５９．８歳，固定椎間は L４‐５ ４例，L５‐S１
１例であった。椎体間固定にはチタン性のスペーサを使
用し，このスペーサの後方に骨移植した。経過観察期間
は平均５．６か月であった。
【結果】骨移植は全例で椎弓切除の際に得られた自家骨
を使用し，腸骨からの採骨は必要なかった。手術時間は
平均２７９分，出血量は平均５５３mlであった。JOAスコアー
は，術前平均１４．８点から最終調査時２４．０点と全例に改善
を認めた。
１０．２椎間すべり症に対する後方矯正固定術
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２椎間における辷り症に対し，後方矯正固定術を行っ
たので検討した。症例は７例であり男性２例，女性５例，
手術時平均年齢は６８歳であった。辷り椎体のレベルは
L３，４が５例，L４，５が２例であった。手術は椎弓根
スクリューを用い，すべりの矯正と後側方固定を施行，
不安定性の強い２例に PLIFを追加した。平均経過観察
期間は２年５ヶ月であった。JOA scoreは術前平均１６．７
点から２６．０点に改善し，平均改善率は７５％であった。平
林らの術後成績評価法では優２例，良４例，可１例で
あった。％slipは上位椎間で術前平均１０．３％，術後平均
１．６％であった。下位椎間では術前平均２９．３％，術後平
均６．０％であった。椎間可動域は上位椎間で術前平均６．３°，
下位椎間で術前平均１１．０°であったが術後は共に０°と
なった。術前％slip，椎間可動域ともに下位椎間で大き
く，術後は上位，下位椎間ともによく矯正された。
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